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1-2-6 住 宅 内 外 の 機 器 の 昔 年 出 力 に つ い て ★








は じめ とす る,<ヮレベルの資料を得 ること｡
(2)動力,重量 などの得やすい丑に 上る簡単を
予測式を導 くこと｡を 目的 としている｡また,
ここで,パ ヮレベJL,の測定に用いた置換音源法
について も,音源 ･音場 等について検討 した｡
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音圧,及び,この音源機器 と置 きかえた く測定
対象音源機器が移動できない場合に姓,その近
傍に置いた｡)基準音源に 上る音圧をテープ
Vコーダに収貴 した後 .実験童に持 ち帰9周波
敢分析 し,国中の式(1)に エ9.1/3オクターブ







搬入する必要が ない 置換音聴法を採用 した｡
3.亜換音源法における音源 と音場
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図 3 基準音源の周波数特性
的基準音源) とス ピーカ (患動雑音倍号の供給は,
電力増幅器付 きのテープVコーダに 上る) に 上る
基準音源の 2種規を作坐 した｡
図2お よび 図3に,顔学童で測定 した それぞれ
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160H名 以下の低域で測定 ごとの変化がみ られ
る｡ しか し,この音域では,後述するように,























































表 1機械音源 (無響室),ス t='r ヵ音源
(室外の場合)の指向性の比較 (標準偏差,dB)
高 向 中心周波歎 125 25.1 500 1k 2k 4k
水 平 スピーカ 0.4 0.4 0.2 0.3 6.5 0.9
射 音源 0.5 lO.6 1.0 0.4 1.1 0.6



















0･3 0.4 0.5 0.6 音源の垂難 色/1
fl/2日
a:生面か らの音源中正醸 .孤 l=波長 .m
図 5 壁面からの音源の距離と相対バ ワレベル














ここで,パ ワレベルの測定結果が得 られた ものは,
主 として,家庭用機器,ナ表わち,掃除機 (17) ,読
濯機 (5),-7 ドライヤ (7) ,扇風機 (8),電動
工具 (13) ,ミシン,ミキサー.電機カミソリ をど
であ少,そのほかには,水洗 トイレの排水音,空気調
和機 .工作棲城,そ して締固め機械などの例 も含ん
でいる｡
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図 8 バ ン ドバ ヮレベル と動力との関係
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図 9 バ ン ドJiヮレベルの計算値 と測定値との比較 図 10 主要成分周政教 fpの計算値 と測定値 との比較
6.Jiヮレベルの定式化









式が得 られた｡ しか し,高音域では,種類の連t,lK
上るば らつ きが大きく,標準誤差が約14dB となD,
動力だけに上る予測では誤差が大きい｡
そ こで予 測要田に重量 と客席 とを加え,J<ヮVベ
ル と予測要l因との関係を.
Lw=a+･aloglOW+bloglOWe+cloglOV
(ここで W:勤九 w,we:重量,kg.Ⅴ:容鎌 ,A )
の形 とみなし,重相関法に 上bそれぞれの係数を求


















主賓成分周波数 (スペク トルの うち属 も高い レ
ベルを有する1/3オクターブバ ン ド中心周波数で



















昭和 56年 9 月
